
□
卓
球
バ
レ
ー
と
は
？                                 

卓
球
台
を
使
用
し
て
、６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
に
準
じ
て
、
ピ
ン
球
を
３
打

以
内
で
相
手
コ
ー
ト
へ
返
す
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

障
が
い
の
重
い
人
も
軽
い
人
も
健
常
者

も
、
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・
知
的
の
障
が

い
の
あ
る
人
も
み
ん
な
一
緒
に
出
来
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
で
す
。

　「全国人権・同和教育研究大会に参加して」
　　　　　　　淡路市人教会長：　山添　　繁

　福島からの自主避難で、横浜に転居して

きた家族の児童が不登校になった背景には、

「放射能」「菌」などと揶
や ゆ

揄されたいじめの

実態があった。「いままでなんかいも死のう

とおもった。でもしんさいでいっぱい死ん

だから　つらいけどぼくはいきるときめた」

という被害児童の心の叫びを私たちは真摯

に受け止めなければならない。「なぜ、被害

者が差別を受けなければならないのか。」「い

つまでこのような差別の構造が続くのか。」

と暗
あんたん

澹たる気持ちで、11 月 26、27 日に大

阪で開催された全人教研究大会に参加した。

　分科会場は、目の前にある人権課題に誠

実に向き合い、差別を無くしたいという思

いで実践している人々の熱とエネルギーで

溢
あふ

れていた。「自分の周りで差別的な言動が

なされ、それに同調する雰囲気が多勢の中

で、どう向きあえばいいのか。」という一人

の若者の本音の発言に応えて、自分の体験

を踏まえて語る先達の姿があった。完全ア

ウェイの中で、「差別はおかしい」と発言す

ることは容易なことではない。横浜の事象

でも、周りで「声を上げたい」と感じた児

童はいたはずである、しかし、いじめがあ

る学級では、自分に回ってくる恐れがあり

覚悟がいる。大人であっても、友達・同僚

との人間関係を壊したくないと躊
ちゅうちょ

躇してし

まう。確かに、多数対１人では難しいかも

しれないが、信頼できる友達には「これっ

ておかしいよね」と話せるはずだ。そのこ

とから始めよう。そのようなアドバイスが

あった。

　本大会では、初めて高校生から実践報告

もなされた。その高校生の人権意識の高さ

は、紛れもなく小中の人権教育の積み重ね

から生まれている。

　冒頭述べたいじめ問題を解く鍵は、「子ど

もの姿から学ぶ」「徹底して子どもに寄り添

う」という、同和教育の理念を基軸とした

人権教育の実践の延長線上にある。
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■
男
性
保
育
士
に
向
け
ら
れ
た
課
題

　

男
性
保
育
士
へ
の
世
間
の
認
知

度
が
低
く
、
男
女
共
に
働
き
や
す

い
職
場
環
境
と
は
い
え
な
い
現
状

で
す
。

　

高
崎
さ
ん
自
身
、
保
育
実
習
の

受
け
入
れ
の
際
に「
男
性
だ
か
ら
」

と
断
ら
れ
た
り
、就
職
の
際
に「
設

備
が
整
っ
て
い
な
い
」「
男
性
は

保
護
者
も
子
ど
も
も
不
信
感
を
抱

く
か
ら
必
要
な
い
」
と
面
接
す
ら

し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

更
に
、
世
間
か
ら
見
た
男
性
保

育
士
の
イ
メ
ー
ジ
（
パ
ワ
フ
ル
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
得
意
）

と
い
う
固
定
概
念
と
も
向
き
合
い
、

「
自
分
ら
し
さ
」
や
「
自
分
に
し

か
で
き
な
い
事
」
の
役
割
創
出
に

自
信
が
持
て
る
ま
で
の
体
験
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

で
あ
う
　
つ
な
が
る
『
ひ
と
　
な
か
ま
　
ま
ち
』

第
68
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が
大
阪
府
で
開
催

　

11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
の
２
日
間
、
大
阪
府
下
22
分
科
会

場
に
分
か
れ
、
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
淡
路
市
よ
り
14
人

が
参
加
し
ま
し
た
。）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
を
代
表
し
て
、
南
あ
わ
じ
市
の
社
会

福
祉
法
人
み
か
り
会　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園　

松
帆
南
所
属
の

高
崎
祐
太
さ
ん
が
、「
男
性
保
育
士
か
ら
見
た
男
女
共
生
」
と
題
し
て
、

提
案
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
も
、
高
崎
さ
ん
の
実
践
発
表

は
、
女
性
職
場

と
い
わ
れ
る
保

育
業
界
で
の
男

性
保
育
士
の
奮

闘
ぶ
り
を
、
新

し
い
視
点
の
切

り
口
で
大
変
高

く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

（
以
下
、
記
述
）

■
よ
り
良
い
職
場
・
社
会
づ
く
り

　「
男
性
に
し
か
な
れ
な
い
仕
事
、

女
性
し
か
で
き
な
い
仕
事
」
な
ん

て
も
の
は
な
い
事
を
自
分
の
業
務

に
対
す
る
姿
勢
・
意
欲
を
通
じ
て

伝
え
て
い
き
た
い
。
み
か
り
会
に

は
、
３
人
の
男
性
保
育
士
が
お
り
、

そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
子
ど
も
達

は
思
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
達
の
将
来
の
夢
を
広
げ
、

性
別
が
理
由
で
諦
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
職
業
と
は
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

　
「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」

の
考
え
方
を
払
拭
さ
せ
、
男
女
が

信
じ
て
任
せ
る
「
信
任
」、
信
じ

て
認
め
る
「
信
認
」
し
合
え
る
職

場
づ
く
り
・
社
会
づ
く
り
に
励
ん

で
い
き
た
い
。
と
熱
弁
で
語
ら
れ

ま
し
た
。
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